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第３章  基本方針 

１ 農業及び農村の活性化に向けた基本的な考え方 
（１）農業及び農村の果たす役割 
 役割１ 食料の持続的な供給 

   食料は、人間の生命の維持に欠くことのできないものであるとともに、健康で充実し

た生活の基礎として重要なものです。このため、安全性が確保され、安心して消費でき

る食料が、将来にわたって、持続的に供給される必要があります。 

   しかし、国内での食料供給力は依然低位で、農業従事者の高齢化の進行など将来的な

農業生産の不安定要素もある一方、国際的には、地球規模での気象変動や発展途上国を

中心とした人口の増加などから、中長期的には食料需給の逼迫が心配されるなど、食料

を取り巻く環境は予断を許さない状況にあります。 

   三重県においても、県段階のカロリーベースの食料自給率は平成 21年度（2009 年度）

で 42％と横ばい傾向にあることから、今後、需要に応じた食料供給力の向上に取り組み、

安心して食べられる農産物を安定的に供給することにより、県民の皆さんへの食料供給

に対する安心感を醸成していく役割を果たしていく必要があります。 

 

 役割２ 多面的機能の発揮 

   農業及び農村は、農産物を安定的に供給する基本的な役割とともに、農業生産や農村

地域のさまざまな活動を通じて、県土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な

景観の形成、文化の伝承等の多面的な機能を有しています。 

   特に三重県の農業及び農村は、南北に長く、また、海岸線から山脈に至る多様な地形

と気候の中で、地域ごとに特色のある農業生産活動と相まって、さまざまな二次的な自

然、農村景観や歴史・文化を育んでいます。また、中規模都市が連坦する三重県の都市

構造と相まって、多面的機能を県民の皆さんの生活の場へ身近に提供しています。 

   県民の皆さんがゆとりと豊かさを実感できる暮らしをおくるうえで、農業及び農村が

発揮する多面的機能は欠くことのできないものであり、将来にわたり持続的に多面的機

能を発揮していく役割があります。 

 

 役割３ 地域経済と就業の場を担う産業 

   三重県の産業全体から見れば農業の占める割合は小さいものですが、近年、大規模な

農業経営や農業生産法人などの企業的な経営が生まれつつあるとともに、他産業から農

業に参入する企業も現れてきています。 

   また、農産物直売所や大規模小売店内の農産物直売コーナーなどを通じて、直売に取

り組む農業者が増加しており、その販売額も年々増加するなど、地域に新たな活力を生

み出してきています。 

   さらに、食品産業と連携した新商品の開発、地域の自然や景観を生かした集客ビジネ

ス、加工や販売に一体的に取り組む６次産業化など「売れる農業」に向けた新たな価値

創出への取組も育ちつつあります。 

      こうした新たな農業及び農村の活動は、地域経済の循環と地域就業の場として大きな
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役割を担っています。 

 

（２）取組展開に向けた基本視点 
  農業及び農村を取り巻く環境は大きな転換期を迎えており、今後、こうした状況に的確

に対応し、農業及び農村の果たすべき役割を持続的に発揮していくためには、中長期を見

通した新たな発想での確かな視点を持って農業及び農村の活性化に取り組んでいくことが

必要です。 

  また、三重県の農業及び農村を次の世代に継承していくためには、最も身近でその恩恵

を享受している県民の皆さん一人ひとりが県産農産物に込められた農業及び農村の価値を

適正に評価し、日々の生活の中で積極的に選択するとともに、県民の皆さんの理解と行動

に支えられた農業者や食品産業事業者が質の高い食料を合理的な価格で供給する努力を続

けていくことが極めて重要となります。 

  こうしたことをふまえて、本計画を策定するにあたっては、「消費者の視点に立った『売

れる農業』の展開」「将来にわたる農業の持続的発展」「地域の創意工夫を重視した施策

の展開」の、３つを基本視点としました。 

  これら基本視点と“みんなで力を合わせて新しい三重を創る「県民力による協創の三重

づくり」”を施策展開のベースに置いて、関係する主体の皆さんの自主的で継続性のある

取組を促しながら、将来にわたって県民の皆さんが豊かな三重県の「食」の恩恵を享受で

き、農業者や食品産業事業者が誇りと希望を持って生産活動に取り組むことができる社会

をめざします。 

 

基本視点１ 消費者の視点に立った「売れる農業」の展開 

   農業及び農村の果たすべき基本的な役割である農産物の安定的な供給に取り組むため

には、持続的な生産体制を構築するだけではなく、安全・安心、新鮮、高品質、手頃な

価格、健康など、消費者の食に対する多様化するニーズに応え、マーケットで支持され

る農産物を生産していくことが極めて重要です。 

   市場流通での産地間競争の激化に加え、市場外流通の増大、大型量販店による寡占化、

外食や中食需要の増加などマーケットの動向が劇的に変化している中、マーケットで支

持される農産物を生産することは、安定的な取引関係を構築し、「売れる農業」、ひい

ては「もうかる農業」につながっていくものです。 

   このため、食育などを通じた消費者との相互理解の促進や地産地消の定着を図る中で、

消費者のニーズを的確に受けとめるマーケットインの発想やニーズを先取りした需要創

造型農業の考え方などを意識した経営計画の策定を促すとともに、流通事業者との商談

機会や消費者への直接販売の機会の創出などに取り組み、農産物の生産をはじめ、加工

や流通なども含め、常に消費者の視点に立った考え方を重視した「売れる農業」の取組

定着を進めていきます。 

 

基本視点２ 将来にわたる農業の持続的発展 

   農業は、土と水と太陽から、価値ある産物である農産物を生み出すとともに、農産物

生産といった単に経済的な活動だけではなく、県土の保全、自然環境の保全、良好な景
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観の形成、文化の伝承など、県民の皆さんの生活にゆとりと豊かさを提供する経済価値

だけでは計れない役割（多面的機能）を発揮するといった他の産業にはない特徴を持っ

ています。 

   こうした農業及び農村の持つ産業としての特徴を継続的に発揮し、安全・安心な農産

物の安定的な供給や多面的機能の維持増進など、県民の皆さんの期待に応えていくため

には、農業及び農村の活動が将来に向けて持続していくことが必要となります。 

   三重県の農村では、安定的な兼業機会に恵まれており、これまで兼業の農業従事者に

よって農業が支えられてきましたが、近年、その高齢化や新たに従事する跡継ぎ等の減

少など、農村での農業の労働力構成が大きく変化してきています。このような新たな状

況に対応できる合理的で持続的な営農システムを改めて構築していく必要があります。 

   このため、国の食料政策等を効果的に活用しつつ、農業従事が困難となった農地の円

滑な利用調整を地域で進める土地利用調整システムの定着をはじめ、これら農地の営農

を担う認定農業者や特定農業団体などの農業経営体の育成・強化とともに、意欲ある若

者の新規就農や、組織的な農地保全を図る集落営農、退職人材の回帰就農、他産業から

の企業参入の促進など、持続的な生産体制構築に向けた重層的な対策を進めていきます。 

また、こうした営農システムを支える基盤である農村の活力の維持・向上を図るため、

快適性、利便性や生産性の高い生活環境や農業生産基盤の整備を計画的に推進するとと

もに、災害や獣害につよい地域づくりを進めていきます。 

 

基本視点３ 地域の創意工夫を重視した施策の展開 

   農業及び農村の活性化を図っていくためには、地域の農地、環境、農業に係る知識や

文化など農村の資源を有効に活用しつつ、これらを有機的に結びつけ、地域の総合力を

動員して、地域全体で生み出していく価値を高めていくことが重要です。 

   その価値を高めていく方向には、農業生産の維持や効率化を狙った取組から、農産物

生産に加え、加工、流通、集客交流などに広がる６次産業や農商工連携など「売れる農

業」、さらには「もうかる農業」への発展を狙った取組など、地域の実状や特性に応じ

てさまざまな段階や方向があります。 

   このため、地域の実状や特性に応じて、地域の考え方をふまえ、地域自らの活動を育

て、伸ばしていくといった地域の創意工夫を重視した施策展開が必要となります。 

   そこで、市町や関係団体と連携し、農業者等の意欲の増進を図りつつ、自ら目標や方

針を定めた計画づくりを進め、その実行を支援していくことを基本として、例えば、地

域の農地やコミュニティの維持を中心とする取組をはじめ、集落営農に取り組む地域、

農作物の付加価値向上に取り組む地域、自然を生かした誘客に取り組む地域など、幅広

な地域課題の解決に向けた取組を促進していきます。また、かんきつや野菜など作目に

よってつながっている産地や、農産物直売所等を核として多様な作目を生産する産地な

ど、地域のめざす方向に応じた多様な産地形成の促進を図っていきます。 

さらに、食にまつわる先端技術や新たな事業展開などの面でサポートできる産学官の

ネットワーク化やテーマ別クラスター構築等を通じて「みえフードイノベーション」の

形成に取り組むことにより、地域の創意工夫を生かした取組の着実な成長につなげます。 

 






























